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くち
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しく食
た

べるために、

歯
は い し ゃ

医者さんと良
よ

い関
かんけい

係を続
つづ

けましょう
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食
たべ

べている時
とき

に、変
へん

だな、と思
おも

ったら、お口
くち

の
中
なか

にトラブルがあるかもしれません。 

お口
くち

の中
なか

を鏡
かがみ

で見
み

てみましょう。 
自
じぶ ん

分で見
み

えないときは、ケアマネージャーさんや
看
か ん ご し

護師さんや家
かぞく

族に相
そうだん

談して、みてもらいましょ
う。

困
こま

っている症
しょうじょう

状や、どんな時
とき

にどんな痛
いた

みが
あるか、その日

ひづ け

付を手
てちょう

帳に書
かい

いて、歯
は い し ゃ

医者さんに
持
も

っていくように準
じゅんび

備しましょう

認
にんちしょう

知症になると、歯
し か い い ん

科医院から足
あし

が遠
とお

のいて

しまいがちになります。

また、認
にんちしょう

知症の症
しょうじょう

状によって、生
せいかつ

活の中
なか

でう

まくいかないことが増
ふ

えていくなかで、毎
まいにち

日の

歯
は

みがきが不
ふじゅうぶん

十分になることがあります。

歯
は い し ゃ

医者さんに定
ていきてき

期的にかかっていると、お口
くち

の健
けんこう

康チェックと専
せんもんてき

門的なケアが受
うけ

けられます。

痛
いた

い時
とき

だけに行
い

くのではなく、何
なに

もなくても

定
ていきてき

期的にかかることが大
だいじ

事です。

生
せいかつ

活におおきな困
こま

りごとがないうちから、

歯
は い し ゃ

医者さんに定
ていきてき

期的にかかる習
しゅうかん

慣をつけておく

と、これからの生
せいかつ

活にとても安
あんしん

心です。

いつ

どのへんに

どんな症状がある

なにか、変
へ ん

だな、と思
お も

ったら
お口

く ち

を見
み

てみよう
しくおいおい 楽

た の

しく安
あ ん ぜ ん

全な食
しょく せ い か つ

生活は
すこやかな口

こ う く う

腔から

2 3

楽
たの

しく食
た

べるには、自
じぶん

分の歯
は

が大
だいじ

事ですね。

歯
はみが

磨きを忘
わす

れてしまったり、不
ふじゅうぶん

十分になってくる
と「歯

ししゅうびょう

周病（歯
しそうのうろう

槽膿漏）」が悪
あっか

化しがちです。

歯
ししゅうびょう

周病の原
げんいん

因は、細
さいきん

菌です。
歯
は

ぐきから血
ち

が出
で

るようになると、歯
ししゅうびょう

周病の細
さいきん

菌
が、血

けっかん

管から身
からだ

体の中
なか

に入
はい

ってしまいます。歯
ししゅうびょう

周病
の細

さいきん

菌は脳
のうそっちゅう

卒中や糖
とうにょうびょう

尿病の悪
あっか

化などの病
びょうき

気を引
ひ

き起
お

こすことが知
し

られています。

口
くち

の中
なか

の細
さいきん

菌は、肺
はい

に入
はい

ってしまうと、肺
はいえん

炎の
原
げんいん

因にもなります。

毎
まいにち

日寝
ね

る前
まえ

に歯
はみ が

磨きを頑
がんばる

張ることと、歯
は い し ゃ

医者さん
に通

かよ

って歯
ししゅうびょう

周病ケアを支
しえん

援してもらうことが大
だいじ

事で
す。

お口
くち

の中
なか

が痛
いた

かったり、調
ちょうし

子が悪
わる

いと、毎
まいにち

日の
食
しょくじ

事が楽
たの

しくありませんね。

食
た

べる楽
たの

しみが失
うしな

われると、食
しょくよく

欲が減
へ

って元
げんき

気が
なくなるだけでなく、日

ひ び

々の喜
よろこ

びや張
は

り合
あ

いが無く
なって、心

こころ

が沈
しず

みがちになってしまいます。

お口
くち

の調
ちょうし

子が悪
わる

いと、よく噛
か

めないので、特
とく

に肉
にく

やきのこ類
るい

、海
かいそうるい

藻類、野
やさい

菜の摂
せっしゅ

取が減
へ

ってしまいが
ちです。そんな生

せいかつ

活が続
つづ

くと、身
からだ

体の筋
きんにく

肉が減
へ

り、
疲
つか

れやすくなって、なんとなく外
がいしゅつ

出したくなくなっ
てしまいます。

お口
くち

の調
ちょうし

子が悪
わる

いと、滑
かつぜつ

舌が悪
わる

くなり、おしゃべ
りも上

じょうず

手にできなくなってしまいます。
楽
たの

しく社
しゃかい

会とかかわり、活
かつどう

動を続
つづ

けるためにも、
お口

くち

の健
けんこう

康を整
ととの

え、楽
たの

しく美
お い

味しく食
しょくじ

事をすること
が大

だいじ

事です。

高
こ う れ い き

齢期の歯
ししゅ う び ょ う

周病は他
ほ か

の病
び ょ う き

気の
原
げ ん い ん

因にもなるのです
お口

く ち

の健
け ん こ う

康と、心
こころ

と体
からだ

の健
け ん こ う

康
どれもとても大

だ い じ

事
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みてもらえる歯
は い し ゃ

医者さんを探
さ が

そう歯
は い し ゃ

医者さんに病
びょうめい

名や
症
しょうじょう

状を伝
つ た

えることが大
だ い じ

事
歯
は い し ゃ

医者さんはお口
くち

の専
せんもんか

門家。
でも認

にんちしょう

知症の専
せんもんか

門家ではないので、 
伝
つた

えないと、わからないことがあります。

歯
し か い い ん

科医院を予
よやく

約する時
とき

や、受
じゅしん

診した時
とき

、最
さいしょ

初に
「認
にんちしょう

知症の病
びょうめい

名」を伝
つた

えるとスムーズです。

伝えることは 
「認
にんちしょう

知症の病
びょうめい

名は○○型
がたにんちしょう

認知症と診
しんだん

断されました」 
「○○病

びょういん

院の○○科
か

にかかっています」 
「ケアマネージャーさんは○○さんです」

歯
は い し ゃ

医者さんが、あなたが認
にんちしょう

知症であることを
知
し

っておいてくれると、工
くふう

夫して対
たいおう

応してくれま
す。

もし、歯
は い し ゃ

医者さんに、認
にんちしょう

知症でどんなことが
困
こま

るか聞
き

かれたら、教
おし

えてあげてください。

いつもかかっている歯
は い し ゃ

医者さんはありますか？
もし歯

は い し ゃ

医者さんの診
しんさつけん

察券がみつかったら、いつも
かかっている歯

は い し ゃ

医者さんに電
でんわ

話をかけて、受
じゅしん

診でき
るか聞

き

いてみましょう。
電
でんわ

話では、「認
にんちしょう

知症と診
しんだん

断されている」ことを伝
つた

えてください。 
歯
は い し ゃ

医者さんが認
にんちしょう

知症の人
ひと

の治
ちりょう

療に慣れていないと、
お断
ことわ

りされるかもしれません。 
断
ことわ

られてもあきらめないで。 
認
にんちしょう

知症の人
ひと

の歯
しか ち り ょ う

科治療ができる歯
は い し ゃ

医者さんはきっと
見
み

つかります。

認
にんちしょう

知症の人
ひと

の歯
しか ち り ょ う

科治療に慣
な

れている歯
は い し ゃ

医者さんと
出
で あ

会える方
ほうほう

法は、下
か き

記があります。

認
にんちしょう

知症ケアパスに書いてある

地
ちいき

域の歯
し か い し か い

科医師会に電
でんわ

話する

介
かいご ほ け ん

護保険でお世
せ わ

話になった

ケアマネージャーさんに聞
き

いてみる

認認
にんちしょう びょういん

知症でかかっている病院の 

相
そうだんいん

談員さんに聞
き

いてみる

認
にんちしょう

知症の人
ひと

と家
かぞ く

族の会
かい

で 

聞
き

いてみる
4 5

歯
は い し ゃ

医者さんの訪
ほう も ん し ん り ょ う

問診療を
お願

ね が

いする時
と き

のコツ
歯
は い し ゃ

医者さんに行
い

くことになったら

通
つういん

院が難しくなったら、歯
は い し ゃ

医者さんが訪
ほうもん

問してく
れる歯

しかほうもんしんりょう

科訪問診療をお願
ねが

いすることが出
で き

来ます。

歯
しかほうもんしんりょう

科訪問診療をしていない歯
し か い い ん

科医院もあるので、
いつも行

い

っている歯
し か い い ん

科医院に聞
き

いてみましょう。 
認
にんちしょう

知症ケアパスに載
の

っている、地
ちいき

域の歯
し か い し

科医師会
かい

の窓
まどぐち

口に連
れんらく

絡すると、歯
しかほうもんしんりょう

科訪問診療をしている
歯
し か い い ん

科医院を紹
しょうかい

介してもらえます。

財
さいふ

布、保
ほけんしょう

険証のほか、介
かいごほけんひほけんしゃしょう

護保険被保険者証などを
用
ようい

意しておきましょう。

自
じたく

宅で用
ようい

意しておくものは、入
い

れ歯
ば

のほか、い
つも使

つか

っている歯
は

ブラシと、うがい用
よう

のコップ、
洗
せんめんき

面器とタオルがあると良
よ

いです。

歯
は い し ゃ

医者さんは多
おお

くが予
よやくしんりょう

約診療です。 
あらかじめ電

でんわ

話で予
よやく

約したら、カレンダーに大
おお

きく
書
か

いて、忘
わす

れないように家
かぞく

族にも協
きょうりょく

力してもらいま
しょう。
歯
は い し ゃ

医者さん用
よう れんらく

の連絡ノートを用
ようい

意
しましょう。聞

き

いた説
せつめい

明を書
か

いたり、
症
しょうじょう

状や予
よてい

定を書
か

いて、あとから確
かくにん

認
するためのノートです。

歯
し か い い ん

科医院に行
い

ったら、自
じぶん

分の症
しょうじょう

状を伝
つた

えます。
緊
きんちょう

張してしまって上
じょうず

手に伝
つた

えられるか心
しんぱい

配なとき
は、家

いえ

でゆっくり連
れんらく

絡ノートに書
か

いて、それを持
も

っ
ていきましょう。診

しんさつけん

察券と一
いっしょ

緒に出
だ

すと良
よ

いですね。
歯
は い し ゃ

医者さんでの説
せつめい

明は難
むずか こ と ば

しい言葉があるかもしれ
ません。何

なに

をするのか不
ふあん

安だな、説
せつめい

明してほしいな、
と

と

思
おも

ったら、 
「もういちど説

せつめい

明してください」

言
い

ってみましょう。

歯科用ノート
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は い し ゃ
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にんちしょう

知症ケアパスに載
の
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むずか こ と ば
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思
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ったら、 
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せつめい
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言
い

ってみましょう。
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みてもらえる歯
は い し ゃ

医者さんを探
さ が

そう歯
は い し ゃ

医者さんに病
びょうめい

名や
症
しょうじょう

状を伝
つ た

えることが大
だ い じ

事
歯
は い し ゃ

医者さんはお口
くち

の専
せんもんか

門家。
でも認

にんちしょう

知症の専
せんもんか

門家ではないので、 
伝
つた

えないと、わからないことがあります。

歯
し か い い ん

科医院を予
よやく

約する時
とき

や、受
じゅしん

診した時
とき

、最
さいしょ

初に
「認
にんちしょう

知症の病
びょうめい

名」を伝
つた

えるとスムーズです。

伝えることは 
「認
にんちしょう

知症の病
びょうめい

名は○○型
がたにんちしょう

認知症と診
しんだん

断されました」 
「○○病

びょういん

院の○○科
か

にかかっています」 
「ケアマネージャーさんは○○さんです」

歯
は い し ゃ

医者さんが、あなたが認
にんちしょう

知症であることを
知
し

っておいてくれると、工
くふう

夫して対
たいおう

応してくれま
す。

もし、歯
は い し ゃ

医者さんに、認
にんちしょう

知症でどんなことが
困
こま

るか聞
き

かれたら、教
おし

えてあげてください。

いつもかかっている歯
は い し ゃ

医者さんはありますか？
もし歯

は い し ゃ

医者さんの診
しんさつけん

察券がみつかったら、いつも
かかっている歯

は い し ゃ

医者さんに電
でんわ

話をかけて、受
じゅしん

診でき
るか聞

き

いてみましょう。
電
でんわ

話では、「認
にんちしょう

知症と診
しんだん

断されている」ことを伝
つた

えてください。 
歯
は い し ゃ

医者さんが認
にんちしょう

知症の人
ひと

の治
ちりょう

療に慣れていないと、
お断
ことわ

りされるかもしれません。 
断
ことわ

られてもあきらめないで。 
認
にんちしょう

知症の人
ひと

の歯
しか ち り ょ う

科治療ができる歯
は い し ゃ

医者さんはきっと
見
み

つかります。

認
にんちしょう

知症の人
ひと

の歯
しか ち り ょ う

科治療に慣
な

れている歯
は い し ゃ

医者さんと
出
で あ

会える方
ほうほう

法は、下
か き

記があります。

認
にんちしょう

知症ケアパスに書いてある

地
ちいき

域の歯
し か い し か い

科医師会に電
でんわ

話する

介
かいご ほ け ん

護保険でお世
せ わ

話になった

ケアマネージャーさんに聞
き

いてみる

認認
にんちしょう びょういん

知症でかかっている病院の 

相
そうだんいん

談員さんに聞
き

いてみる

認
にんちしょう

知症の人
ひと

と家
かぞ く

族の会
かい

で 

聞
き

いてみる
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お口
く ち

の中
な か

で困
こ ま

っていることの
考
かんが

えを整
せ い り

理しよう

困
こま

っていることを伝
つた

えようとしても、うまく言
こと ば

葉に
できないときがあります。
どんなことに困

こま

っているのか、頭
あたま

を整
せい り

理するときに
使
つか

ってください

いつ どんなふうどこが 様
よ う す

子

• 食
た

べる時
とき

• 冷たいものを食
た

べた時
とき

• 熱
あつ

いものを食
た

べた時
とき

• 歯
は

みがきの時
とき

• 入れ歯
ば

を入れる時
とき

• 入れ歯
ば

を外
はず

す時
とき

• 起
おき

きた時
とき

• 寝
ね

ている時
とき

• 痛
いた

い

• しみる

• ひびく

• ズキンズキン

• ジーン

• にぶい痛
いた

み

• ヒリヒリする

• 乾
かわ

く

• 血
ち

が出
で

る

• 膿
うみ

が出る

• うえ • した

• ひだり •みぎ

• 前
まえ ば

歯　　　•奥
おく ば

歯

• はぐき

• 入れ歯
ば

のばねの歯
は

• 入れ歯
ば

の下
した

のはぐき

• 舌
した

• 食
た

べる量が減った

• 食
しょくじ

事を途
とちゅう

中でやめる

• 塩
しおからい

辛いものを嫌
いや

がる

• すっぱいものを嫌
いや

がる

• 入れ歯
ば

を入れない

• 入れ歯
ば

をなくした

• 歯
は

を磨
みが

かない

• 口
くち

の中
なか

を触
さわ

っている
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